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午前10時30分
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午後12時00分

午後14時00分

シェラトン都ホテル大阪

5，000円

【開催日】

【受付開始】

【総会開会】

【懇親会】

【総会開会】

【開催場所】

【臨時会費】
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ホテルへの最寄り駅からのご案内
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近鉄大阪上本町駅下車直結

地下鉄「谷町線」・「千日前線」

谷町九丁目駅より徒歩5分

-今年度卒業されたみなさんは無料ご招待 f 
・総会出席の方は同封はがきでご連絡を / 
(はがきは5月31日(土)必着) I 

・ご出席のみなさんlこ「記念品Jプレゼント / 笠宮ー 06-6773-1111

イJ

会務報告平成25年度

3日(水)I中学校高等学校入学式(母校)正副会長出席

13日(土):正副会長会議(大阪市内)
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15日目)I平成24年度会計監査(母校会議室)

18日(土)I平成25年度学校後援会総会懇親会(太閤園)正副会長出席

24日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

7日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

.4月
26日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

5月

6月

23日(日)I平成25年度定期総会・激励金贈呈・懇親会
「ホテルグランヴィア大阪」

3日(水)I平成25年度学校後援会・08会総会懇親会「帝国ホテルJ
正副会長出席

全国高校野球選手権大会出場祝

27日(金)I中学校高等学校梧桐祭(母校)会員有志出席

編集会議(大阪市内)

4日(金)I高等学校体育祭(母校)役員出席

21日伺)I正副会長会議(大阪市内)

8日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

25日(月)I平成25年度学園物故者法要 「太融寺」会長参列

14日(土)I大阪桐蔭高校ラグビー部ほか全国大会出場壮行会
正副会長出席

12月

13日目)I役員・幹事新年懇親会(大阪市内)@1; 

13日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

22日(日)I中学校体育祭(母校)役員出席

11月

寺前副会長が

旭日双光章を受章

平
成
お
年
春
の
叙
勲
に
際

し
、
図
ら
ず
も
旭
日
双
光
賞

受
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

昨
年
5
月
9
日
大
阪
府
庁

正
庁
の
聞
に
お
い
て
松
井
一

郎
大
阪
府
知
事
よ
り
伝
達
を

受
け
昨
年

5
月
日
日
に
皇

居
に
参
内
し
、
天
皇
陛
下
に

5日(金)Iくろがね第42号

5日伺)I大阪桐蔭高校

7月

8月

10月

9月

拝
謁
の
栄
誉
と
と
も
に
お
言

葉
を
賜
り
、
感
激
の
極
み
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
皆
様
方
の
多
年
に
わ
た
る

心
温
か
き
ご
支
援
の
賜
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
健
康
に
留
意
し
、

い
さ
さ
か
な
り
と
も
ご
芳
情

に
報
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
何
卒
従
前
の
ご
厚
誼
ご

鞭
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

談
)

昭
和
泊
年
度
機
械
科
卒

寺
前
章

会
長
副
会
長

会
計
会
計
監
査

1日(土)I高等学校卒業式(母校)正副会長出席

14日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

大
鉄
市
電
気

一
鉄
お
運
輸

鉄
高
引
機
械

鉄
高
見
電
気

鉄
高
柑
電
気

鉄
高
位
機
械

一
中
お

鉄
官同
却
機
械

鉄
高
却
電
気

鉄
高
話
土
木

鉄
高
拍
土
木
建
築

鉄
高
引
電
気

鉄
高
信
土
木
建
築

鉄
高
羽
土
木
建
築

産
高
見
普
通

産
高
見
商
業

産
高
見
商
業

産
高
見
電
気

鉄
高
話
業
務

鉄
高
却
機
械

一
鉄
沼
運
輸

8日(土)I大学校友会・大阪桐蔭高校同窓会と懇親会(大阪市内)

15日(土)I中学校卒業式(母校)正副会長出席

28日(金)I役員・幹事会(母校会議室)

3月

小上大笠山大西岡河山田向山勇河大田片寺畑村
池殿谷間本城川市田本辺井田上遺瀬中間前 上

戸
明貞和優忠成和 喜善正 浩隆策美一 昌宋
雄義正雄史憲人治一能喜章司司ー満夫満章三治

※平成24年6月就任・任期平成27年総会日まで
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今
年
も、

6
月
お
日
(
日
)
梅

田
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

で
、
午
前
中
は
定
期
総
会
、
午
後

か
ら
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、

物
故
者

へ
の
黙
祷
で
始
ま
り
、
同

窓
会
会
長

村
上
末
治
が
挨
拶
、

そ
し
て
今
年
度
就
任
さ
れ
ま
し
た

大
西
陽
太
郎
校
長
か
ら
ご
挨
拶
と

高
校
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
河
迭
条
一
氏
の
司
会
進

行
に
よ
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第

1
号
議
案
の
平
成

M
年
度
会
務

事
業
報
告
は
、
片
岡
満
氏
よ
り
、

第
2
号
議
案
の
平
成
倒的
年
度
収
支

決
算
報
告
は
、
大
谷
和
正
氏
よ
り
、

第
3
号
議
案
の
会
計
監
査
報
告
は
、

上
殿
貞
義
氏
よ
り
、
第

4
号
議
案

の
平
成
お
年
度
事
業
計
画
案
は
田

中

一
夫
氏
か
ら
提
案
さ
れ
、
審
議

に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
議
題
最

後
の
第

5
号
議
案
の
平
成
お
年
度

収
支
予
算
案
は
、
大
谷
和
正
氏
か

ら
提
案
さ
れ
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
異
議
な
く
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た。

そ
の
あ
と
、

村
上
末
治
会
長
か

ら
大
西
陽
太
郎
校
長
に
母
校
へ
の

激
励
金
贈
呈
が
行
わ
れ
、
集
合
写

真
撮
影
の
あ
と
午
後
か
ら
懇
親
会

に
入
り
ま
し
た
。
総
会
に
引
き
続

き
河
溢
柴
一
氏
の
司
会
進
行
に
よ

り
、
村
上
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
紹
介
、

来
賓
を
代
表
し
て
今
年
度
就
任
さ

れ
ま
し
た
大
阪
産
業
大
学
学
長
の

瀬
島
順
一

郎
様
よ
り
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
杉
原
勇

氏

(
一
鉄
昭
和
初
年
卒
)
よ
り
宴

に
入
り
ま
し
た
。
来
賓
者
の
大
阪

産
業
大
学
附
属
中
学
校
高
等
学
校

O
B会
会
長
の
高
岸
義
泰
様
、
大

阪
産
業
大
学
附
属
中
学
校
高
等
学

校
後
援
会
会
長
の
東

浩
太
朗
様
、

大
阪
産
業
大
学
校
友
会
会
長
の
小

泉
広
美
様
、
大
阪
産
業
大
学
校
友

会
前
会
長

・
相
談
役
の
美
内
照
男

様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
と
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は、

昨
年
よ
り
多
い

万
名
が
参
加
し、

懐
か
し
い
恩
師

と
の
再
会
を
喜
び
、
学
友
と
の
旧

交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
今
年
は

笑
福
亭
学
光

さ
ん
を
お
招

き

し

て
、
来

賓
者
と
の
共

演
も
あ
り
会

が
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
あ
っ
と

い
う
聞
の
懇

親
会
で
し
た

が
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
お

聞
き
と
な
り

ま
し
た
。

自平成25年4月1日~至平成26年3月31日
{単位円)

平成25年度収支決算書

Y
ハ

来

賓

《
大
阪
産
業
大
学
》

教
養
部
教
授

澱
島
順
一
郎

《附
属
中
学
高
校
》

校
長

大
西
陽
太
郎

教
頭

小

野

研

一

今
回

悟

教
育
相
談
役

四

位

飽

夫

竹

井

繁

《
大
阪
産
業
大
学
校
友
会
V

相
談
役

池
田

義
隆

前

会

長

美

内

照

男

会
長
代
行

小
泉

広
美

副
会
長

田

中

善

昭

副
会
長

宮

本

芳

文

副
会
長

福

井

義

員

《附
属
中
学
高
校
O
B会
》

会

長

高

岸

義

泰

《
附
属
中
学
高
校
後
援
会
》

会
長

束

浩

太
郎

副
会
長

藤
井

葉
子

元
副
校
長

鈴

木

簿

• 自 予 算額 決算 額 嫡 要

線 越 金 18，654，260 18，654，260 

国
(1) 1，500，000 1，550，000 平成25度途中入会金

入 ~ 金
(2) 6，000，000 

。平成26年度定期
品 入会金は学校事務都合で4月以降入金/5，820，000

圏 年開 会 費 700，000 569，000 700件実質446件

図
受 取利 息 10，000 9，902 普通預金 ・定期預金利息

維収入 200，000 270，000 寄付及びご祝儀

収 入 計 8，410，000 2，398，902 

合 計 27，064，260 21，053，162 

元
教
職
員

高 笠草板篠林高小菊佐田菊
瀬井野井田 岸田池藤中一

友憲
鍵 孝和大 好 伎康司
晃 司勇治幸行重郎 清 子夫郎

元
事
務
長

事
務
長

事
務
次
長

教
職
員

汽

会

員

大
鉄
時

村
上

一鉄
却

杉
原

一鉄
加

橋
本

一鉄
加

加
藤

一鉄
初

安
信

一
鉄
お

畑

一
鉄
お

小
池

鉄
中
お

河
遁

策明 昌 昭 輝 末
一 雄 三 雄 守 錐勇治

鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高中
35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 32 32 31 31 31却 3030 29 25 25 25 

鹿

田

順

一

回

間

貞

雄

福

昧

進

二

上

殿

貞

義

勇

上

隆

司

山

田

浩

司

島
岡

章
好

前

西

勝

治

寺
前

章

中
野

修

下
仲

寿
男

森

本

勝

之

片

岡

満

大

谷

和

正

青

木

治

夫

荒

川

逮

夫

上

田

弘

川

本

英

夫

中

井

良

緩

中

村

淘

一

佐

々

木

基

木

村

大

成

産産産産産産産産産鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
HHH6258問団 5652 47 43 42 42 42 41 41 40 40 36 35 
11 11 10 

西

国

克

己

山
田

卓
雄

田

辺

正

喜

田

中

一

夫

上
田
縛
幸

山

本

善

能

大
瀬
戸
美
満

道

上

武

男

藤
本

仁

岡

市

治

田

中

康

雄

西

川

和

人

中

村

直

樹

大

織

成

憲

笠

間

優

雄

山

本

忠

史

吉

田

政

之

大

木

喬

西
国

早
織

大
松
久
美
子

上記のとおり報告いたします.会計担当 大谷和正
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会費納入者の皆様
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三

木

三

郎

早

川

一

夫

宮

田

栄

次

緩

根

清

潰

田

清

治

青

木

新

一

岡

村

英

雄

久
保
田
隆
太
郎

中

国

一

男

盛

田

重

雄

告

野

一

郎

井

口

静

男

神
谷

賢
次

木

村

繁

治

佐

藤

孝

山

下

唯

雄

伊
東
昭
二
郎

上

芝

弘

上

山

正

治

押

越

繁

治

亀

井

勝

二

川
端
清
二
郎

木

田

智

彦

辻

昌

治

領

来

量

獲

林

大

行

平

木

馨

福
原
礼
太
郎

前

川

正

和

村

上

末

治

工

藤

六

郎

久

保

淑

郎

千

葉

線

三

s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s 
19 19 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18182318 18 18 18 17 16 16 16 16 15 15 15 15 15 15 14 14 13 11 

s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s 
24 24 23おお 2323 23 22 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 20 20 20 20 20 20 20 20 20却 2020 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 19 19 19 

山

崎

道

夫

山

下

一

美

山

本

信

舞

安

信

昭

雄

池

本

辰

夫

伊

藤

照

液

野

恭

雄

加

藤

守

鴨

井

義

弘

寒

川

儀

一

柴
田
昭
三
郎

嶋

田

伸

一

杉

原

勇

高

木

正

夫

武

田

道

森

田

坂

健

次

谷

口

哲

雄

辻
内
清
一

内
藤
幸
雄
陣

中

林

調

男

野

坂

正

弘

野

田

善

吉

橋

本

富

夫

橋

本

甥

雄

橋

本

捷

粛

舗

口

文

雄

平

戸

亀

馬

伏

昭

二

森

井

節

夫

山

室

康

晃

山

本

潔

青
木

茂

飯

崎

徳

雄

石

嫁

稔

岡

田

昭

小

和

田

実

小

坂

彰

田

中

車

中

本

孝

光

松

田

輝

雄

松

本

育

夫

溝

川

和

己

山

下

車

弘

渡

部

憲

小

林

藤

男

加

門

太

郎

小

池

明

緩

関

和

輝

雄

中

井

重

次

畑

昌

三

森

正

武

大
道
商
事
(
株
)

大

宅

良

一

s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s s 
33 33 33 33お 3333 33 33 32 32 32 32 32 32 31 31 31 31 31 31 30 30 30 30 30 30 30 30 30 29 29 29 27 27 27 27 26 26 26 26 26 25 25 25 25 25 25 24 24 24 24 24 

回武竹寒澗小宇井家森高下北太上前中徳寺白池山吉藤広中島栄上勇中小上早鈴木青山下小安 青山 福中国河実雷西国隅杉
高田下川鴎困問 i事国本折仲川田畑西野山前川園田川井田谷岡元田上村林殿川木村山本村路藤野根昧尾間温井永田内野下
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昨年度は

多くの同窓会会員の皆様から

年会費をお振込みいただきまして

有難うどぎいました。

会費は同窓会運営資金として

活用3せて頂きます。

村上末治同窓会会長

OB会会長をはじめ、OBの皆様と和やかな雰囲気の中、
OB会・総会が行われました。
時間がたつのも忘れるぐらいに、昔の話や現役時代の話に

夢中になっていました。
今年も一人でも多くのOBの参加をお待ちしております。

平成26年7月5日(土)午後6時受付

がんこ京橋コムズ庖コムズガーデン81
(最寄駅:JR・京阪・地下鉄・京橋駅)

TEL:06-4800-1188 

第10回 二、k

硬式野球部 ~-- -

08会開催のお知らせ

時

所

日

場

5，000円(年会費2，000円含む)

山田浩司(昭和30年卒)会長

費..0.. 
~ 

※郵便局抱込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、

掲載漏れがあるかもしれませんのでご容赦下さい。



(4) 

平
成
初
年
度
を
迎
え
て

第42号

清
々
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
学
園
の
充

実
と
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
、
本
学
園
は

1
9
2
8
年

ねカまろ

学
校
法
人
大
阪
産
業
大
学

理
事
長
土
橋
芳
邦

(
昭
和
3
年
)
の
「
大
阪
鉄
道
学
校
」

設
立
か
ら
お
年
の
歴
史
を
刻
み
、
来

年
に
は
「
大
学
関
学
切
周
年
」
を、

2
0
1
8
年

(
平
成
初
年
)
に
は
、

「
学
園
創
立

ω周
年
」
を
迎
え
ま
す
。

附
属
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の

祖
父
の
方
が
、
孫
の
入
学
が
決
ま
っ

た
折
、
「
親
子
三
代
、
産
大
で
す
」
と

喜
び
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
た
こ
と
を

建
学
の
精
神
を
具
現
化
し
て

昨
年

4
月
に
校
長
に
就
任
し
、

昨
年
の
「
く
ろ
が
ね
」
に
次
の
挨

拶
を
載
せ
ま
し
た
。

校
長
と
し
て
初
め
て
臨
ん
だ
入
学
式
。

式
辞
で
何
を
話
そ
う
か
と
考
え
た
と

き
、
出
て
き
た
の
は
建
学
の
精
神
で

平成26年5月15日

す
。
式
辞
の
中
で
次
の
よ
う
に
話
し

ま
し
た
。

「
建
学
の
精
神

「偉
大
な
る
平
凡
人
た

れ
』
は、

『偉
大
』
と

『平
九
」
と
い

大
阪
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

校

長

大

西

陽

太

郎

う

一
見
相
矛
盾
す
る
言
葉
を
使
っ
て

お
り
、
高
校
生
・
中
学
生
に
は
少
し

難
し
い
言
葉
に
思
わ
れ
ま
す
。

平
凡

な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
日

常
生
活
を
き
ち
ん
と
送
っ
て
い
く
こ

と
は
実
は
偉
大
な
こ
と
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
地
道
に
た
ゆ
ま
ず
努
力
し

て
い
く
こ
と
は
偉
大
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
す
。」

式
辞
を
作
成
し
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

「偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
の
建
学
の

聞
き
、
学
園
も
八
十
有
余
年
の
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
学
校
に
成
長
し
た

の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
附
属
中
高
で
は
昨
年
度

(平
成
お
年
)
か
ら
大
西
陽
太
郎
校

長
が
就
任
し
、
更
な
る
発
展
を
め
ざ

し
て
、
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
小
規
模
校
の
利
点

を
生
か
し
て
、
「夢
を
叶
え
る

6
年

間
」
と
し
て
の
き
め
細
や
か
な
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
等

学
校
は
大
阪
有
数
の
大
規
模
校
に

成
長
し
ま
し
た
が
、
多
様
な
生
徒
の

ニ
l
ズ
に
応
え
る
た
め
6
つ
の
コ

l

精
神
は
、
生
徒
へ
の
教
え
と
し
て
語

る
だ
け
で
な
く
、
本
校
の
教
員
の
実

践
の
中
で
こ
そ
活
か
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
。

こ
の

1
年
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
校
長
と
し
て
行
っ
て
き
た
こ

と
は
、

「偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ」

と
の
建
学
の
精
神
を
本
校
の
教
育

に
具
現
化
す
る
こ
と
で
し
た
。

「偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
と
の

建
学
の
精
神
を
、
本
校
の
教
育
実

践
の
中
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
は
、
全
て
の
教
育
活
動
に

あ
た
っ
て

「面
倒
見
の
良
さ
」
と

と
も
に

「厳
し
さ
」
と
い
う
こ
と

を
求
め
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た。

ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「夢
を
か
た
ち
に
す
る
」
た
め
の
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
活

躍
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
強
化
ク
ラ
ブ
に
指
定
し

充
実
さ
せ
て
き
た
硬
式
テ
ニ
ス
部

は
全
国
大
会
常
連
校
に
成
長
し
て

お
り
ま
す
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
全
国
大
会
出
場

ま
で
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
ま
す
。看
板
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま

す
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

硬
式
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
同
様

に
ご
声
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

「面
倒
見
の
良
さ
」
は
本
校
の
教
育

の
大
き
な
特
長
で
す
が
、
「
面
倒
見

の
良
さ
」
と
い
う
こ
と
が
、
生
徒

を
甘
や
か
す
と
い
う
こ
と
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
に
し
、
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
き
ち
ん
と
や

る

「偉
大
な
る
平
凡
人
」
に
成
長

す
る
よ
う
に
、
ク
面
倒
見
良
く
ψ

同

時
に
。
厳
し
く
。
指
導
す
る
よ
う

に
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、

「偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」

と
の
建
学
の
精
神
が
、
本
校
の
姿

に
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
表
れ
て

い
る
か
を
示
す
こ
と
に
関
し
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
説
明
会
で

本
校
の
姿
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
勉
学
面
は
勿
論
の

こ
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
の
両
面
で
の

更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
努
力
致
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
物
心
両
面
に
わ

た
る
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
挨
拶
す
る
声
が
響
き
あ
う
学
校
0

.
夜
遅
く
ま
で
自
習
室
で

学
習
す
る
生
徒
。

・
朝
早
く
か
ら

自
主
練
習
に
励
む
ク
ラ
ブ
員
。

こ
う
し
た
本
校
の
姿
を
示
し
な

が
ら
募
集
活
動
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
入
試
に
向
け
て

は
、
本
校
の
特
長
を
さ
ら
に
強
く

受
験
生
に
訴
え
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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日
年
業
務
科
卒

第42号

___ ~r tから | から
一 一
このコーナーでは、会員のみなさんからの「メッセーシJをできるだけ多くいただ

けるよう願っています。総会に出席できる方が限られていますので、「くろかね」紙

面上に、欠席された方の「メッセージ」を紹介し交流を深めましょう 「こんな話」な

ねカミろく

伊
賀
市

福

永

鐘

郎

桐
蔭
の
高
校
の
野
球
部
の
発
展
と

一

層
の
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校
校
の

長
紀
和
祈
る
。

日
年
機
械
科
卒

三
条
市

青
木
新
一

会
報
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

犬

と

散

歩
が
日
課
で
す
(
鈎
才
)。

日
年
機
械
科
卒

高
槻
市

岡

村

英

雄

日
年
卒
皆
さ
ん
知
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
、
健
在
の
方
を
確
認
安
堵

し
て
い
ま
す
。

(5) 

奈
良
市

中
田

一
男

何
時
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

日
年
機
械
科
卒

由
布
市

佐

藤

孝

ω才
で
外
出
は
し
ま
せ
ん
、
ご
盛
会

と
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

同
年
機
械
科
卒

時
年
電
気
科
卒

鹿
児
島
県

上

山

正

治

最
近
遠
出
の一

人
歩
き
に
自
信
が
無

く
な
り
ま
し
た
。

高
槻
市

山

本

信

義

「
く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
、
元
気
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

四
年
土
木
科
卒

福
岡
県

橋

本

捷

驚

く
ろ
が
ね
の
計
報
欄
に
同
級
生
の
名

前
、年
の
流
れ
思
い
出
遠
く
。

初
年
土
木
科
卒

愛
知
県
稲
沢
市

内

藤

幸

雄

「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
、

老
々
介
護
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

初
年
機
械
科
卒

初
年
土
木
科
卒

高
知
南
国
市

嶋

田

伸

一

「く
ろ
が
ね
」
を
見
て
若
き
時
代
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
総
会
の
発

展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

広
島
市
佐
伯
区

谷

口

哲

雄

毎
年
「
く
ろ
が
ね
」
を
送
付
し
て
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
お

か
げ
様
で
鉛
歳
に
な
り
ま
し
た
。一

鉄

m年
業
務
科
卒

時
代
を
思
い
出
し
、懐
か
し
い
で
す
。

母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

堺
市

畑

昌

三

毎
月
登
っ
て
い
る
近
畿
の
山
は
、
平

成
お
年
5
月
で

1
3
0
聞
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
。

お
年
運
輸
科
卒

担
年
業
務
科
卒

尼
崎
市

大

道

進

「
く
ろ
が
ね
」
役
員
さ
ん
ご
苦
労
様
。

ゴ
ル
フ
を
月
6
回
ぐ
ら
い
楽
し
ん
で

ま
す
。

枚
方
市

中

瀬

勲

同
好
会
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
、
当
日

も
行
事
が
有
り
ま
す
。

お
年
業
務
科
卒

守
口
市

木

村

清

「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
、

u

j
wm
才
に

戻
れ
ま
す
。

幻
年
普
通
科
卒

豊
中
市

山

口

俊

平

ご
案
内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

認
年
電
気
科
卒

八
幡
市

高

折

秀

夫

克
気
に
や
っ
て
ま
す
。

認
年
機
械
科
卒

木
津
川
市

太
田

一
雄

妻
の
介
助
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
、
右

手
足
半
不
能
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

辺
年
電
気
科
卒

宝
塚
市

上
畑

善

一

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

辺
年
機
械
科
卒

奈
良
市

西

川

景

朗

「く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
年
機
械
科
卒

京
都
府
伏
見
市

武

田

務

平
成
お
年
5
月
に
金
婚
式
を
迎
え
ま

し
た
。
卒
業
し
て
日
年
で
す
。

お
年
電
気
科
卒

寝
屋
川
市

三

谷

信

幸

卒
日
年
。
よ
く
生
き
た
と
思
う
。
母
校

も
最
近
大
変
で
す
ね
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

お
年
業
務
科
卒

京
都
府
相
楽
郡

井
運

員
司

同
窓
会
は

1
回
の
み
で
し
た
。
皆
さ

ん
元
気
で
す
か
?
近
況
を
知
り
た
い

で
す
。

お
年
業
務
科
卒

宇
治
市

市

橋

建

次

同
窓
生
元
気
で
す
か
、
国
鉄

・J
R
東

海
を
卒
業
し
、
元
気
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

M
A
年
機
械
科
卒

和
歌
山
市

田

宮

清

文

国
鉄
・
J
R
・
泉
北
閃
年
終
了
、
同
窓

が
多
い
の
で
心
強
か
っ
た
。

ぬ
年
機
械
科
卒

担
年
業
務
科
卒

大
阪
市

大

野

泰

宏

七
十
路
を
過
ぎ
「
働
き
盛
り
」
。
仕
事

は
ま
ま
な
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
精

を
出
し
て
い
ま
す
。

泊
年
土
木
科
卒

滋
賀
県
草
津
市

永

金

良

夫

「く
ろ
が
ね
」
会
報
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

M
年
機
械
科
卒

滋
賀
県
湖
南
市

浮

田

日

出

男

卒
M
年

3
1
4
人
と
連
絡
が
と
れ
ま

し
た
、
元
気
で
楽
し

い
人
生
を
送

っ

て
い
ま
す
。

話
年
業
務
科
卒

千
葉
県

梅
村

信
男

皆
さ
ん
元
気
で
す
か
?
毎
日
日
曜
日

で
す
。
知
何
お
過
ご
し
で
す
か
。

西
牟
婁
郡

吉
田

繁
夫

母
校
の
益
々
発
展
を
。
「く
ろ
が
ね
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

泊
年
業
務
科
卒

M
A
年
機
械
科
卒

大
阪
市

吉

岡

秀

春

「く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
お
め
で
と
う
。
小
生
も
ソ
フ

ト
部
で
し
た
D

私
学
で
藤
井
寺
球
場

で
優
勝
し
ま
し
た
。

大
分
県
竹
田
市

入

江

唯

政

大
分
県
は
温
泉
天
国
と
ド
ン
コ
椎
茸

県
で
す
。
温
泉
は
日
本
一
。
長
湯
温
泉

に
来
泉
下
さ
い
。
石
仏
も
多
い
で
す
。

お
年
電
気
科
卒

お
年
土
木
科
卒

松
原
市

足

立

光

夫

歩
行
が
で
き
ず
、
介
護
病
棟
に
居
ま

す
。皆
様
の
ご
健
勝
を
。
(奥
様
よ
り
)

奈
良
市

水

口

洪

3
5ー

B
3
元
気
で
す
か
。「
く
ろ
が

ね
」
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

お
年
業
務
科
卒

狭
山
市

向
井

章

中
高
6
年
過
ご
し
ま
し
た
産
大
の
曲

り
角
に
来
て
残
念
で
す
。
後
輩
の
為

に
頑
張
り
ま
す
。

お
年
土
木
科
卒

鳥
取
市

山

本

勝

紀

沢
山
の
ク
ラ
ブ
で
活
動
、活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

益
々
の
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。

お
年
M
卒

大
阪
市

井
上

圭
司

一
昨
年
「
く
ろ
が
ね
」
に
掲
載
し
ま
し

た
が
、
今
年
も
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ

の
親
善
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

お
年
業
務
科
卒

大
阪
市

山
下

友
康

初
才
、
今
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ス
会
の
連
絡
が
無
い
の
で
淋
し
い

で
す
。

お
年
機
械
科
卒

葛
城
市

塚
本

康
英

1
週
間
の
予
定
が
い
っ
ぱ
い
、
葛
城

山
ケ
ー
ブ
ル
の
軽
食
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
お
立
ち
寄
り
を
。

お
年
土
木
科
卒

で昨
い年

ま古
す:希
を
迎
え

7c 
気 堀
で 田
楽所
し末 沢
ん 秋 市

お
年
電
気
科
卒

京
都
府

黒
田
健
一

「く
ろ
が
ね
」
楽
し
く
、
歴
史
の
変
遷

を
感
じ
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

初
年
業
務
科
卒



(6) 

必
年
機
械
科
卒

幻
年
土
木
科
卒

長
岡
京
市

中

津

章

人
生
の
終
活
準
備
中
、
元
気
な
内
に

悔
い
な
く
、
惜
し
ま
れ
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

高
槻
市

福

本

実

毎
年
「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
あ
り
が
と

う

ご
ざ

い
ま

す
。
野
球
部
ガ
ン
バ

お
年
業
務
科
卒

第42号

レ
!

高
槻
市

戸

梶

純

司

毎
年
「
く
ろ
が
ね
」
を
拝
見
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
母
校
が
ま
す

ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し

ま
す
。

お
年
機
械
科
卒

ねろ

堺
市

山

岡

鉄

昭

母
校
の
益
々

の
発
展
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

治宝

お
年
土
木
科
卒

く

大
阪
市

白
井
喜
代
一

「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
、

母
校
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

州制
年
業
務
科
卒

寝
屋
川
市

南

埜

正

関
口
さ
ん
、
井
本
さ
ん
、
連
絡
を
。

日叫
年
電
気
科
卒

大
阪
市

春
田
誠
一

春
田
自
動
車
の
会
長
、
自
動
車
整
備

振
興
会
の
副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

4
年
自
動
車
科
卒

平成26年5月15日

枚
方
市

多

由

美

文

農
業
を
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市

小

松

照

久

母
の
老
人
施
設
に
行
っ
て
ま
す
。
原

田

一
三
先
生
何
時
ま
で
も
。

刊日
年
機
械
科
卒

枚
方
市

中
村

征
史

臼
才
、
も
う
少
し
生
き
た
い
と
感
じ

る
年
齢
、
母
校
の
発
展
を
祈
念
し
ま

す。 円
切
年
機
械
科
卒

千
葉
県
柏
市

田

中

識

章

私
達
は
今
年
が
定
年
、
一
つ
の
役
割

が
終
わ
り
、
新
た
な
前
進
を
。

必
年
電
気
科
卒

組
年
自
動
車
科
卒

守
口
市

町

田

忠

次

整
備
自
動
車
会
社
を
興
し
ま
し
た
。

今
は
二
代
目
が
社
長
を
し
て
い
ま
す
。

組
年
業
務
科
卒

生
駒
市

林

好

治

「
く
ろ
が
ね
」
楽
し
く
読
ん
で
ま
す
。

母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
る
。

U
年
普
通
科
卒

生
駒
市

中

野

哲

士

小
さ
い
な
が
ら
も
同
窓
会
を
し
て
い

ま
す
。
担
任
は
宮
崎
先
生
で
し
た
。

神
戸
市

清

水

康

治

同
期
の
や
ん
ち
ゃ
ん
(
ヤ
ン
キ
ー
)

ど
う
し
て
ま
す
か
。
他
校
に
負
け
な

い
。
沢
山
い
ま
し
た
。

。
年
自
動
車
科
卒

大
阪
市

芝
村

義

夫

吹
奏
楽
部
に
居
ま
し
た
。
防
衛
大
に

息
子
が
い
ま
す
。

日
年
電
気
科
卒

大
阪
市

浅

田

秀

一

平
成
お
年
卒
業
の
息
子
と
親
子

2
代

楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

日
年
普
通
科
卒

木
津
川
市

梶
原

雅
彦

昭
和
日
年
卒
F
1
同
窓
生
の
皆
さ
ん

お
元
気
で
す
か
。私
は
元
気
で
す
。

日
年
普
通
科
卒

守
口
市

青
野

康
雄

く
ろ
が
ね
で
守
口
市
長
が
卒
業
生
と

知
り
ま
し
た
。

回
年
土
木
科
卒

大
阪
市

西
川

和
人

身
体
を
鍛
え
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
と
ス
イ
ミ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
に
通

っ

て
ま
す
。

回
年
普
通
科
卒

守
口
市

樋
口

雅
彦

ご
出
席
の
皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

間
四
年
普
通
科
卒

群
馬
県

伊
藤

日
出
喜

同
級
生
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か。

私
は
子
供
4
人
の

6
人
家
族
で
、
自

動
車
関
係
の
技
術
者
と
し
て
群
馬
で

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

日
年
自
動
車
科
卒

豊
田
市

山
元

俊

彦

愛
知
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
勤
め
初
年
、

来
年
は
総
会
参
加
を
。

貯
年
電
気
科
卒

西
宮
市

玉

置

正

雄

母
校
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多

町
年
普
通
科
卒

幸
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。大

阪
市

神

谷

公

洋

何
時
も
あ
り
が
た
く
見
て
い
ま
す
。

日
年
普
通
科
卒

大
阪
市

山
口

一

仕
事
の
都
合
で
全
国
北
か
ら
南
へ
飛

ん
で
ま
す
。

H
l
年
自
動
車
科
卒

何
時
も
楽
し
み

見
て
い l謂

字画
。安 堺

司 市

H
時
国
際
科
卒

大
阪
市

殿
井

健
史
郎

卒
業
後、
美
容
専
門
学
校
を
卒
業
。
国

家
試
験
に
合
格
し
、
美
容
室
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

H
m年
普
通
科
卒

大
阪
市

辻

輝

茂

「く
ろ
が
ね
」
感
謝
し
何
よ
り
喜
ん

で
い
ま
す
。
諸
先
輩
の
努
力
の
賜
で

す
ね
。

H
U年
普
通
科
卒

木
津
川
市

大

谷

和

正

卒
業
後
、旅
行
会
社
の
添
乗
で
各
国

に
行
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
定
年
後

四
国
の
お
遍
路
巡
礼
、
昨
年
公
認
の

先
達
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
お
か

所
巡
礼
1
2
0
0
年
で
す
。

お
年
業
務
科
卒

-• 
' ただいま、

同窓会幹事さんを募集しています。

‘ . • ‘' 喝砂咽砂咽砂• • • 

幹事さん
大募集中!
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募集人員:女子5名程度/男子5名程度
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心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

S
部
卒
富
永
修
次
郎

s
m卒
岩
井

塞

ニ

S
U卒
中

村

正

普

S
U卒
柳
本
康
一

S
U卒

高
畠

s日
卒
沢
井

s
m卒
木

浦

和

男

s日
卒
中
谷
明
正

s日
卒
竹
田
春
道

s日
卒
池
野
信
三
郎

s日
卒
原
(山
本
)禎
一一一

S
M卒

藤
元
英
夫

S
口
卒
藤
湾

S
U
卒

田

中

光

之

S
口
卒
菊
池
信
雄

s
m卒
大
毛

一
義

s
m卒
岩
崎

S
凹
卒
田
中

S
四
卒

神
藤
政
雄

s
m卒
谷
本

s
m卒
樋

口

孝

朗

s
m卒
岡
崎

政
敏

s
m卒
野

田

諮

吉

s
n卒
北

村

晃

s
n卒
加
賀
山
義

s
n卒
渡
辺

s
n卒
田

照

表

弘

s
n卒
奥

野

修

市

s
n卒
井
出

s
n卒
山
口

善
治

S
M
卒
足
立

S
お
卒
渡
辺

男

報

(敬
祢
略
)

久

H
口
卒

山
閲

兵
由

S
U
卒

杉
野

竹

夫

S
U
卒
中
東

『

3

Qd
r
F
レ
U

，、、
q
ru
耳
「

」
イ

S
況
卒
藤
野
菊
男

S
泊
卒
山
野

S
泊

卒

橋

本

初
美

=JつIHX
「

レ
し
川
川

《、今
J
ザ
2
l

4
J司

UUU

S
お
卒

吉
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S
お
卒
木
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因
光

S
お
卒
藤
原
方
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S
お
卒

桂

積

S
M卒
宗
行

S
部
卒
川
上
卓
男

S
お
卒
小
田
忠
雄

S
部
卒
後
山

蒸

S
認
卒
辻
本
保
雄

譲

S
沼
卒
村
田
儀
一

S
却
卒
平
田
吉
晴

功

S
却
卒
柳
田
吉
範

S
4卒
山
口
芳
雄

S
M明
卒
榊
原

S
6卒
芦
村

義

治

S
G卒
漬

本

政

樹

S
印
卒
鈴
木
広
次

弘

S
M卒
武
政

S
M卒
河
野
浩
明

S
部

卒

才

脇

伸

一

E資

S
町
卒
宇
野
治
彦

s日
卒
白
井
正
文

滋

s
m卒
船
井
文
雄

正

静
雄

健
嗣男 隆武明勲努稔



平成26年5月15日

ク
ラ
ス
会

同
期
会

第42号

三
五

B
2会
開
催

ね治宝ろく(7) 

2
0
1
3年
9
月
辺
日
、
神
戸
市

三
宮
の
「
四
海
飯
庖
」
で
第

1
3
1

回
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
庖
を
予
約
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
空
い
た
庖
を
探
す
の

に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
庖
に

入
っ
て
適
当
に
料
理
と
飲
み
物
を

注
文
し
た
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好

き
勝
手
な
話
を
し
て
賑
や
か
な
会

が
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

2

時
間
余
り
を
過
ご
し
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
効
果
も
手
伝
っ
て
続
き
の
話

を
喫
茶
庖
に
持
ち
込
み
、

1
ヶ
月
分

の
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
り
、
次
回
の

開
催
場
所
を
確
認
し
て
解
散
す
る

い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。

こ
の
会
を
は
じ
め
て
か
ら
日
年

余
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に

7
名

が
亡
く
な
り
、

4
名
が
体
調
不
良
で

参
加
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
-
回
で
も
長
く
続
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
1
5
0
回
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
お
年
業
務
科
卒

世

話

人

上

回

弘

三宮「四海飯庖Jにて:三五B2会参加メン/~-

三
四
会
を
聞
く

本
年
の
同
窓
会
(
三
四
会
)
を
日

月
げ
日
(
日
)
、
石
切
温
泉
(
東
大
阪

市
)
「
ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
」
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

案
内
状
は
戸
田
先
生
以
下
初
名

に
出
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
日

名
の
参
加
と
な
り
、
戸
田
先
生
は
連

絡
が
と
れ
ず
、
出
席
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
ま
か
せ
プ
ラ
ン
(
ゆ
っ
た
り

宴
会
パ
ッ
ク
)
」
で
同
時
か
ら

3
時

聞
の
予
定
で
宴
会
を
開
始
し
ま
し

た
。
近
況
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
酔

い
が
回
れ
ば
カ
ラ
オ
ケ
と
、
年
齢
も

忘
れ
て
楽
し
み
、
す
ぐ
に
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
宴
会
場
か
ら
部
屋
に
席

を
移
し
、
深
夜
ま
で
宴
が
続
き
ま
し

た
。

ホテルセイリュウにて:三四会参加メン/~-

翌
日
は
、
以
前
か
ら
決
ま
っ
て
い

た
健
康
診
断
の
た
め
に
早
朝
に

帰
っ
た

1
名
を
除
き
、
ホ
テ
ル
玄
関

に
て
集
合
写
真
を
写
し
、
急
な
勾
配

の
参
道
を
ゆ
っ
く
り
と
左
右
の
商

庖
を
覗
き
な
が
ら
石
切
神
社
に
参

拝
し
ま
し
た
。
お
昼
に
は
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
皆
で
昼
食
を
と
り
、

次
回
の
再
会
を
約
し
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

昭
和
弘
年
電
気
科
卒

東

輝

3
Cク
ラ
ス
会

平
成
お
年
5
月
時
日

1
口
日
は

1
泊
2
日
で
愛
知
県
西
尾
市
吉
良

温
泉
の
吉
良
観
光
ホ
テ
ル
で
宴
会

し
、
2
次
会
も
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
況

で
し
た
。

翌
日
は
、
吉
良
家
菩
提
寺
華
蔵
寺

へ
行
き
、
昼
食
は
ト
ヨ
タ
ピ
ル
の
中

で
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の
親
子
井
を

お
い
し
く
い
た
だ
き
、
帰
路
に
着
き

土
品
、
，
し
れ
~
。

昭
和
お
年
商
業
科
卒

山
本

昌
弘

小
田
先
生
を
囲
む
会

初
冬
の
穏
や
か
な
日
月
げ
日
の

昼
下
が
り
、
古
川
橋
近
く
の
日
本
料

理
「
仙
亭」
に
散
々
と
集
ま

っ
た
日

名
の
参
加
者
。定
刻
よ
り
少
し
遅
れ

て
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
幹

事
の
橋
本
氏
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

小
田
先
生
か
ら
参
加
者

一
人
ひ
と

り
に
「長
寿
の
道
」
を
染
め
抜
い
た

タ
オ
ル
を
記
念
の
品
と
し
て
戴
き

ま
し
た
。

吉良観光ホテルにて:3Cクラス会参加メン/~-

そ
し
て
「歳
を
重
ね
る
た
び
に
健

康
に
対
す
る
想
い
が
強
く
な
っ
て

く
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
あ
れ
も

学
び
、
こ
れ
も
学
び
、
あ
れ
こ
れ
と

心
豊
か
に
楽
し
み
、
人
生
常
楽
我
浄

で
長
寿
の
道
を
究
め
よ
う
。」
と
の

お
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。

近
藤
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
が

始
ま
り
、
橋
本
氏
が
「
く
ろ
が
ね
」
の

同
窓
会
開
催
報
告
記
事
を

3
年
分

ほ
ど
フ
ァ
イ
ル
し
て
持

っ
て
き
た

の
を
回
覧
し
た
り
、
小
田
先
生
持
参

の
卒
業
写
真
を
見
な
が
ら
、
当
時
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

有
意
義
な
時
間
を
美
味
な
日
本
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
過
ご
し

ま
し
た
。

昭
和
お
年
業
務
科
卒

橋
本

h
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部

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
O
B
-

O
G会
発
足
式
が
平
成
初
年

2

月
日
日

(日
)
ホ
テ
ル
京
阪
ユ

ニ

バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
参

加
者
飴
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
の
設
立
総
会
に
お
い
て

発
起
人
代
表
の
市
場
孝
士
氏
(昭

和
弘
年
卒
)
よ
り
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

武
久仙亭にて:小田先生を囲む会参加メン/~-

し 議仮
fこ案称

υ 話量
場支
_ ";t.ミ

致 ・
で会
承則
τ;:~J /""‘¥ 

恥、案
，... 、.._.-'

れ 等
まの

第
2
部
の
懇
親
会
で
は
会
長
に

就
任
さ
れ
た
松
浦
恵
二
氏
(昭
和

釘
年
卒
)
よ
り
の
挨
拶
、
本
校
同
窓

会
副
会
長
の
寺
前

章

様

大

谷

和

正
様
大
阪
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
イ
ン

グ
協
会
会
長
の
舟
戸
良
裕
様
か
ら

の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て

昭
和
弘
年
度
卒
業
生
か
ら
の
歴
代

集
合
写
真
上
映
、各
年
代
O
B
に
よ

る
近
況
報
告
が
さ
れ
、
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
が
咲
く
と
共
に
、
在
校

生
部
員
紹
介
で
は

3
月
に
実
施
さ

れ
る
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大

会
及
び
全
国
高
校
選
抜
大
会
出
場

生
徒
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
る
な

ど
盛
況
の
な
か
、

2
年
後
の
創
部

ω

周
年
記
念
行
事
に
向
け
「桐
重
会
」

の
発
展
を
確
認
し
、発
足
会
を
終
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
幻
年
自
動
車
科
卒

松
浦

専
ホテル京阪ユニ/¥ーサルシティーにて:
ウエイトリプディング部OB.QG会参加メン/¥-



(8) 

結
婚
し
ま
し
た
!

第42号ね

川
口

佐
世
(旧
姓
一
山
本
)

カミ

平
成
お
年
日
月
初
日
に
結
婚
式

を
し
ま
し
た
。
当
日
は
お
忙
し
い
中
、

上
野
先
生
、
酒
匂
先
生
、
小
池
先
生

に
ご
出
席
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ろ

k

l
の
仲
間
と
は
卒
業
後
も

ず
っ
と

一
緒
で
、
本
当
に
産
高
の
粋

の
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
上
野
先

生
は
親
子
2
代
で
結
婚
式
に
出
席

し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
産

大
高
校
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
父
・
康
之
は
平
成
2

年
ス
ポ
ー
ツ
科
卒
業
、
妹

・
明
季
は

平
成
お
年
国
際
科
進
学
コ

l
ス
卒

業
、
弟
・
裕
輝
は
現
在
3
年
P
コ
ー

ス
(
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
コ

l
ス
在

学
中
)
で
す
。
生
粋
の
産
高
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
山
本
家
で
す
。

平
成
辺
年

く平成26年5月15日

国
際
科
特
進
コ
l
ス
卒

平
成
お
年
ロ
月
幻
日
、
ア
l
ト
グ

レ
イ
ス
・
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
コ

1
ス

ト
に
て
依
子
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し

た
。披
露
宴
は
ク
ラ
ス
同
期
生
の
矢

田
淳
一
郎
君
の
乾
杯
発
声
で
開
宴

に
な
り
ま
し
た
。
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
担
任
の
田
中

一
夫
先
生
を
来
賓
に
お
迎
え
し
ま

し
た
。祝
辞
に
は
清
水
寺
で
書
か
れ

た
題
字
の
輪
か
ら
、
「
黄
昏
に
輝
く

二
人
師
走
の
輪
」
そ
の
心
は
、

二
人

仲
良
く
い
つ
ま
で
も
心
に
広
が
る

輪
で
あ
る
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

日
名
の
同
級
生
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
、
終
始
賑
や
か
な
宴
に
な
り

念
品
、
し
れ
~
。

平
成
日
年

国
際
情
報
コ

l
ス
卒

石
田

篤
志

私は日頃の不摂生により平成二十年春心臓病の為、近畿大学奈良病院へ救急入院し

大動脈解離と僧帽弁症の緊急手術を受け一命を取り留めました。

この上は白寿まで余生を楽しみ東京オリンピックを観戦(もちろんテレビです)したいものです。

この気持ちを俳句に詠みました。

余生を楽Lむ障害者
一鉄土木科昭和二十一年卒

早坂秀夫(早坂一陽)

白
寿
ま
で
余
生
楽

L
む
春
の
夢

退
院
を
待

つ
病
窓
や
初
音
聴
く

来

1
方
を
偲
び
て
観
る
や
城
の
梅

介
護
園
琴
演
奏
の
春
の
宴

努
定
を
息
子
に
任
せ
障
害
者

検
査
と
て
満
身
セ
ン
サ
ー
夏
寒

1

熱
帯
夜
眠
り
促
す
曲
を
聴
く

熱
中
症
恐
れ
外
出
侭
な
ら
ず

久
方
の
娘
の
土
産
若
竹
煮

硝
子
鉢
昼
簡
の
菜
は
冷
奴

夕
立
を
知
ら
ず
に
眠
る
至
福
か
な

車
降
り
友
と
出
会
ふ
や
墓
参
道

台
風
の
進
路
気
に
な
る
通
院
日

台
風
は
進
路
を
変
え
て
雨
と
な
る

小
春
日
や
初
孫
連
れ
て
娘
等
来
訪

老
夫
婦
聖
樹
点

L
て
ケ
ー
キ
食
む

注
連
飾
り
作
る
リ
ハ
ビ
リ
介
護
園

太
箸
セ
ッ
ト
墓
の
土
産
と
介
護
関

祈
願
詞
に
余
生
感
謝
初
詣

初
詣

一
人
で
行
け
ぬ
身
を
託
つ

村上興産有限会社

相談役大道 進 (H前日24年業務科卒)
Susumu Ohmichi 

代表取締役

村上末治
(昭和18年大鉄E卒)
(昭和25年鉄高E卒) +JIi:浜リサイクルセンター

干660.0844
兵1lIíY;~尼崎市東浜町41.3

TEL/FAX.06(6419)3637 

.本社

〒660・0845
兵庫県尼崎市西高洲町21番地1
TEL.06(6416)0818 (代)
FAX.06(6416)0808 
携帯電話 090.8754.1620 
URL http://www.ohmichi.org 
Mail metal@ohmichi.org 

干581-0823 大阪府八尾市桂町2丁目75番地
T E L 072-922-1979 FAX 072-922剖79

~~ ? ~ 
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大道商事株式会社
jIjIf.体 Tソl~ ・鉄鋼}lUI--i>l:H~以払是I!搬処.f11!(

旧
キ
ン
キ
テ
ン
ト
)

大
阪
市
平
野
区
長
吉
長
原
西
四
丁
目
二
|
二

電

話

大

阪
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)
(
六
七
O
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)
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五
七
代

F
A
X
(
O六
)
(
六
七
九
O
)五
四
一九
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助也
08AK.¥ 

シェラトン都ホテル大阪

〒543.0001大阪市天王寺区上本町6↓55
〈近鉄大阪上本町駅直結〉

TEL.06・6773.1111
www.miyakohotels.ne.jp/osaka/ 

「大阪ならではのおもてなしの心Jを
ご堪能いただけます。

奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
畠
田
五
|一一

o
l一四

電
話

O
七
四
五
(
七
三
)
六
五
六
六
番

F
A
X
O七
四
五
(七
一ニ
)
六
五
六
六
番

昭和35年卒
片岡満
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巨至極H26年度新たな気持ちで中学高校スタート!
中学校は1月18日から1月23日にかけて計5回、高校は2月10日と2月16日の計2回の入学試験

を実施しました。中学校では42名、高校では595名が入学しました。本年度も入学者のレベル

アップを図り、高校では、入学者に占める併願者の比率が、普通科特進コースでは約60%、普通

科進学コースでも30%という結果になりました。スポーツコース等は専願者の割合が高いもの

の、例年に比べ全体として併願者の割合が増え、レベルアップできたものと思われます。

{各コースの併願入学者率】

Itþ~.副生徒募集にご協力を!
平成26年度募集案内および入試説明会等開催日程を別表のとおりお知らせしますので、ご家

族またはお近くに中学・高校受験を予定されている方がおられましたら、ぜひ母校の受験をお勧

めいただきますようよろしくお願い申し上げます。新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やク

ラブ活動に元気に取り組んで、おります。同窓生のみなさん、ぜひ一度母校へお立ち寄りいただき、

後輩たちの活動ぶりをご覧ください。

平成27年度募集案内
I高等学校](外部募集人員)

科 コース 募集人員 募集形態 入学試験日

特進| 80名

普通科
特進H 86名 男女共学

進学 215名 2月10日(筆記)
スポーツ 86名 男子

国際料
特進 40名

男女共学
進学

募集人員

中高連携コース80名
3年受験コース(一括募集)

平成26年度入試諸行事

中学校

86名

5月下旬 ポスター・osリーフレット送付(整)
6月下旬 学校案内送付(塾)

6月27日(金) ユーデック保護者対象学校案内見学会

6月28日(土) 私立中学校合同説明会準備

6月29日(日) 私立中学校合同説明会

7月5臼(土) 第1回オープンスクール

8月15日(金) 私学展準備

8月16日(土) 私学展

8月17日(日) 私学展

9月6日(土) 第1回入試説明会

9月9日(火) 塾対象入試説明会

9月初旬 プレァス卜資料・osリーフレット送付鍾)
10月4日(土) 第2回入試説明会

10月26日(日) 第2回オープンスクール

五ツ木E重々堂模綬テスト特別会

11月8日(土) 第1回プレテスト(午前/午後)

第3回入討説明会(午前/午後)

11月15日(土) プレテスト解答解説会

12月6日(土) 第1回プレテスト(午前/午後)

第3回入試説明会(午前/午後)

12月13日(土) プレテスト解答解説会

12月 願書受付

12月 進路相談

1月17日(士) 入学試験(午前/午後)

1月18日(日) 入学試験(午前)

1月22日(木) 入学試験(午前)

1月31日(土) 新入生召集会

5月下旬

6月下旬

8月15日(金)

8月16日(土)

8月17日(日)

9月9日(火)

9月初旬

9月19B(金)

10月4日(土)

10月25日(土)

10月26日(臼)

11月15日(土)

12月6日(土)

1月初句

1月13日(土)

1月14日(日)

1月22日(木)

~3 1 日(土)

2月10日(月)

2月12日(水)

2月21日(士)

3月20日(金)

各種証明書類の発行について
各種証明書は事務室会計課にて発行いたします。

入試委員会資料(2014年4月8日)

品等学校

ポスターの発送(中学・塾)

学校案内の発送(中学・塾)

私学展準備

私学展

私学展

整長対象入試説明会

相談基本05資料等の発送

中学校教員対象入試説明会

第1回品校入試説明会

高校オープンスクール

高校オープンスクール

第2回高校入試説明会

第3回高校入試説明会

塾教員対象進路相談

特別回晶校入試説明会

五ツ木志望校模試

中学教員対象進路相談
高校願書受付

高校入試

合格発表

専願者招集

併願者招集

.窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、

事前にご確認ください。

くすぐにお渡しできるもの〉 卒業証明書等

〈すぐにお渡しできないもの〉 調査書、成績証明書、単位取得証明書、

英文の証明書類等

・郵送希望の場合は、下記必要事項を便婆等に記入し、手数料分および

郵送料分の切手または郵便為替を同封して、会計課宛に送付してください。

〈記入事項〉 氏名(英文の場合はローマ字表記もお願いします。)、 生年月日、卒業年、卒業学科・コー

ス・クラス、現住所、電話番号(連絡先・郵送先が住所と異なる場合は、それも併せて記入)、

使用目的、必要な書類名と部数を明記してください。各1通あたりの手数料です。

〈手数料〉 率業証明書、成績証明書、単位取得証明書等:100円。

調査書:200円。英文卒業証明書:300円。

英文成績証明書:500円。

・窓口受付時間 平日 8:45~1 6 :35/土曜日 8:45~13 : 00

※学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。

ご不明な点は会計課までお問い合わせください。 TEL.06-6939-1491 (代)

Itþ~.iili~1 進跨指導より
平成25年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路状況については、昨年

度に比べると、4年制大学や短期大学に進学した生徒全体の73%で昨年度より9%減少し、逆に専

門学校への進学者が14%で昨年度より6%増加しました。

また、大学合格実績につきましては、国公立大学に6名合格しました。私立大学においては厳し

い結果となりました。

大阪産業大学への入学者も211名で昨年度より84名減少しました。今年度はさらに大阪産業

大学との「高大一貫教育j体制の整備を進め、合格決定から大学入学までの期間に行われる事前

教育の取り組みや、大学入学後も高校との連絡が継続することなど、充実したアフターケアを生

徒や保護者の方々に理解して頂くことが重要であると恩われます。

今後も一人一人の生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋げることが出来るように

指導していきたいと考えております。

(進路指導主事伊藤雅清)

平成25年度卒業生進路状況

よ¥f 普通科 国際科

特進 進学 スポーツ 特進 進学
合計

卒業生数 180 371 84 30 59 724 

大 守民L 143 236 66 22 40 507 
進 短 大 7 13 3 4 27 

専門学校 15 69 6 7 98 

学 その他 13 27 3 4 7 54 

言十 178 345 75 30 58 

官公庁 2 

運輸関係 2 3 

金融関係 。
就 建設関係 5 5 

製造関係 4 4 

職 販売関係 2 2 

サービス 8 5 14 

家業・その他 2 4 7 

言十 L~? 26 9 。 38 

平成26年度入試大学別合格状況と過去実績

大学名
4E2コh 格 者 数

26年度入試 25年度入試 24年度入試 23年度入試 22年度入試

大阪産業大学 233 412 310 383 370 

大阪大学

神戸大学 2 

大阪教育大学 2 

和故山大学

大阪府立大学 2 

大阪市立大学 2 2 

鳥取大学

徳島大学

兵庫県立大学

信州大学

金沢大学

長崎大学

滋賀大学

岡山大学

山口大学

兵庫教育大学

横浜市立大学

島根大学

鳥取環境大学

帯広畜産大学

国公立大学計 6 4 2 12 9 

関西大学 14 16 14 12 18 

関西学院大学 2 4 

同志社大学 3 2 2 

立命館大学 5 4 6 6 7 

関関同立計 22 23 21 20 31 

京都産業大学 9 12 10 17 15 

近畿大学 22 33 25 35 44 
甲南大学 3 2 2 5 2 

龍谷大学 2 7 7 6 15 

産近甲龍計 36 54 44 63 76 

関西外国語大学 28 22 26 20 10 

京都外国語大学 4 7 2 

傍教大学 5 4 7 2 7 

言十 37 27 34 29 19 
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¥。 こ叫iま

業卒桝

蜘

機

σ

年

ん

4

さ

限
比
義

町

則

的

貞

お
均
投

問
一
行
判

卒
業
の
昭
和
お
年
代
は
就
職
難

で
あ
っ
た
。
卒
業
し
て
も
す
ぐ
に
就

司

職
で
き
ず
に
い
た
が
、

5
月
に
な
り

日

や
っ
と
国
鉄
吹
田
機
関
区
に
就
職

日

で
き
る
こ
と
に
な
り
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。

こ
こ
は
当
時
、
日
本
最
大
の
貨
物

専
用
の
機
関
区
で
あ
っ
た
。
私
は
兵

庫
県
の
田
舎
育
ち
で
、
幼
少
の
頃
か

ら
機
関
士
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て

J

い
た
。
大
阪
鉄
道
高
校
(
現
・
産
大

声

附
属
高
校
)
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

担

き
、
あ
こ
が
れ
の
国
鉄
(
現
・

J
R
)

暗

に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
子
供

立

の
頃
、
い
つ
も
能
勢
電
車
や
阪
急
電

位

車
を
見
て
い
る
う
ち
に
大
き
く

宜

な
っ
た
ら
運
転
士
に
な
っ
て
み
た

刊

い
と
あ
こ
が
れ
、
写
真
で
し
か
見
た

宜

こ
と
の
な
い
格
好
い
い
蒸
気
機
関

調

車
の
機
関
士
に
も
な
り
た
い
と
ど

臨

ん
ど
ん
夢
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

同

中
学
校
の
修
学
旅
行
で
東
京
へ

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ん
と
私
が

乗
っ
て
い
る
客
車
を
蒸
気
機
関
車

が
牽
引
し
て
い
た
。
今
な
ら
新
幹
線

の
ぞ
み
号
で
、
わ
ず
か
2
時
間
ぬ
分

で
東
京
駅
に
着
く
が
、
蒸
気
機
関
車

事

が
客
車
を
引
っ
張
る
し
ぶ
い
音
と

q
振
動
、
汽
笛
が
修
学
旅
行
を
盛
り
上

高

げ
て
く
れ
た
。
新
幹
線
、
そ
し
て
リ

l

ニ
ア
の
時
代
に
入
っ
て
く
る
が
、
今

の
子
ど
も
た
ち
も

一
度
蒸
気
機
関

車
に
乗
っ
て
み
れ
ば
そ
の
感
動
は

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

さ
て
、
私
の
夢
が
近
づ
い
て
く
る

就
職
先
の
吹
田
機
関
区
に
戻
り
当

時
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
す
こ
と

に
す
る
。
就
職
当
初
の
仕
事
は
、
機

関
区
の
掃
除
が
大
変
で
あ
っ
た
が
、

熱
気
あ
る
機
関
車
が
そ
ば
に
お
り
、

機
関
車
の
構
造
と
部
位
(
部
品
な

ど
)
を
目
の
前
で
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
機
関
車
の
手
入
れ
は
日
課

に
な
っ
て
お
り
、
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
た
。

車
庫
に
戻
っ
て
き
た
熱
々
の
機

関
車
は
油
と
砂
ま
み
れ
に
汚
れ
て

い
た
が
、
く
た
び
れ
た
様
子
も
な

く
凄
い
生
き
物
の
よ
う
に
思
え
た
。

さ
っ
そ
く
機
関
車
の
手
入
れ
が
始

ま
る
。
点
検
整
備
と
各
部
位
の
磨

き
、
清
掃
は

4
人
が
か
り
で
お
こ

な
う
。
特
に
ボ
イ
ラ
ー
上
部
に
あ

る
安
全
弁
の
点
検
、
清
掃
に
は
気

を
つ
か
っ
て
取
り
か
か
る
。
砲
金

(
真
ち
ゅ
う
)
の
磨
き
は
、
ま
だ
冷

め
て
い
な
い
ボ
イ
ラ
ー
の
上
に
登

り
、
ロ

l
プ
に
油
を
塗
っ
て
ゴ
シ
ゴ

シ
磨
く
危
険
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
足

の
裏
は
や
け
ど
を
す
る
く
ら
い
熱

く
大
変
で
あ
っ
た
。

運
転
席
は
火
を
落
と
し
た
あ
と

(石
炭
の
燃
え
か
す
な
ど
の
始
末
)

左
・
右
サ
イ
ド
の
清
掃
と
運
転
席

の
清
掃
、
最
後
は
機
関
車
の
動
力
部

分
の
主
連
棒
と
従
連
棒
の
磨
き
に

入
り
概
ね
清
掃
が
終
わ
る
。

石
の
上
に
も
3
年
と
言
、
つ
が
、
私

は
機
関
車
の
最
上
部
に
上
が
り
3

年
後
機
関
助
士
科
に
入
る
こ
と
に

な
り
、
夢
の
実
現
が
近
づ
い
て
き
た
。

学
科
で

2
ヶ
月
、
現
場
で
(
機
関
車

運
転
席
)
2
ヶ
月
の
実
地
訓
練
を
受

け
、
や
っ
と
機
関
助
士
見
習
い
と
し

て
本
線
(
実
際
の
ダ
イ
ヤ
運
行
業

務
)
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

い
よ
い
よ

D
日
(
蒸
気
機
関
車
の

愛
称
・
デ
ィ
ゴ
イ
チ
)
に
乗
務
し

大
阪
か
ら

1
0
0
K
m
先
の
姫
路

に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
力
強
く

走
る

D
日
の
運
転
席
は
格
別
で

あ
っ
た
。
乗
り
心
地
は
、
時
速

日

k

m
/
h
を
超
え
て
く
る
と
機
関

車
の
鼓
動
が
勢
い

よ
く
伝
わ

っ
て

く
る
D

駅
ホ

1
ム
を
通
過
す
と
き
は

風
切
り
音
が
駅
舎
で
跳
ね
返
り
う

な
り
声
を
上
げ
る
。
石
炭
を
食
べ
、

水
を
飲
み
、
煙
を
吐
き
出
す
生
き
物

で
あ
っ
た

o

'e

ほ
ん
と
う
に
怖
か
っ
た
の
は
、

D

日
が
貨
車
侃
両
牽
引
し
ト
ン
ネ
ル

に
入
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
D
日
が

突
然
腹
を
空
か
し
ト
ン
ネ
ル
内
で

止
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
運
転
席
は
煙

が
充
満
し
て
計
器
類
も
見
え
な
い
、

自
分
も
窒
息
し
そ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
死
ん
だ
ら
お
仕
舞

い
!
死
に
も
の
ぐ
る
い
に
な

っ
て

蒸
気
を
止
め
、
釜
に
石
炭
を
ど
ん

ど
ん
く
べ
て
蒸
気
圧
力
を
上
昇
さ

せ
た
。
そ
れ
か
ら
レ

l
ル
に
水
と
砂

を
か
け
動
輪
を
空
回
り
さ
せ
な
い

よ
う
素
早
く
動
い
た
。

福
知
山
線
の
下
り
で
あ
っ
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
内
は
緩
や
か
な
登
り
で

あ
っ
た
。動
輪
を
空
回
り
さ
せ
な
い

よ
う
高
圧
力
の
蒸
気
を
注
意
深
く

入
れ
た
。

D
日
は
ゆ
っ
く
り
動
い
た
。

こ
ん
な
恐
怖
心
の
中
で
あ
っ
た
が
、

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
経
験
を
経
て
一
人
前
の
機

関
士
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
よ
く
運
転
し
た
車
種

は、

c
u
・

c
u
・

cmω
・
C
M
、

c日
・

c
u、
C
関、

D
臼
・

D
m
m、

D
臼
な
ど
で
あ

っ
た
。
み
ん
な
よ
く

働
い
て
く
れ
た

o

'B

昭
和
訂
年
に
な
る
と
輸
送
手
段

が
機
関
車
か
ら
電
車
に
変
わ
っ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
背
景
を
考

え
電
車
運
転
手
士
の
資
格
も
と
っ

た
。
機
関
車
を
動
か
す
こ
と

5
年
、
そ

の
後
環
状
線
な
ど
電
車
運
転
士
と

し
て
国
鉄
マ
ン
人
生
を
謡
歌
し
た
。

や
が
て
国
鉄
の
解
体
が
は
じ
ま

り
組
織
が
変
貌
し
て
行
っ
た
。
少
し

未
練
は
あ
っ
た
が

J
R
に
変
わ
る

臼
歳
で
引
退
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
夢
が
実
現
で
き
、

自
分
な
り
の
仕
事
が
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
あ
り

が
と
、
っ
!
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運
転
士
け
い
な
A
ソ
た
く
て

大阪産業大学理事・

大阪産業大学附属高校同窓会長

1
9
3
8
(昭
和
日
)
年
、
学
園
に

朗
報
が
届
き
ま
し
た
。
「
大
阪
第
一

鉄
道
学
校
」
の
校
名
で
、
日
本
初
の

交
通
教
育
実
業
学
校
と
し
て
認
可

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
修
業
年
限

5
年
の
甲
種
中
等
学
校
で
、
既
存
の

大
阪
鉄
道
学
校

(
1
9
4
5年
3
月

廃
止
)
に
併
設
す
る
形
で
し
た
。
私

は
3
年
制
の
大
阪
鉄
道
学
校
で
学

び
ま
し
た
。

私
は
中
河
内
郡
西
郡
村
(
現
在
の

八
尾
市
)
の
生
ま
れ
で
す
。
父
は
私

が
4
歳
の
時
に
病
死
し
、
母
が
農
業

を
し
な
が
ら
私
と
兄
と
弟
の

3
人

を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
電
車
が
好
き
で
、
運
転
士

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
し
、
叔
父

の
勧
め
も
あ
っ
て
大
阪
鉄
道
学
校

に
入
学
、
旭
区
大
宮
町
に
あ
っ
た
学

校
に
西
郡
村
か
ら
通
い
ま
し
た
。

瀬
島
校
長
の
思
い
出

校
長
先
生
(
学
園
の
創
始
者
・
瀬

島
源
三
郎
)
の
思
い
出
で
、
忘
れ
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
学
し

て
し
ば
ら
く
た
っ
た
日
の
朝
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
駅
か
ら

学
校
ま
で
走
っ
て
登
校
し
て
い
た

の
で
す
が
、
私
の
前
を
2
人
の
先
輩

が
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

私
は
先
輩
の
前
に
回
っ
て
、
敬
礼
を

し
て
、
先
を
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ
の
直
後
の
運
動
場
で
の
朝
礼

で
、
な
ん
と
校
長
先
生
が
全
校
生
徒

に
こ
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
く
れ

た
の
で
す
。「
け
さ
、
-
年
生
が
2
年

生
に
敬
礼
を
し
て
追
い
抜
い
た
の

を
見
か
け
ま
し
た
。
私
は
、
晴
れ
晴

れ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

と
。
私
は
う
れ
し
く
て
、
「
本
当
に
素

晴
ら
し
い
学
校
に
来
た
な
あ
」
と
感

動
し
ま
し
た
。

厳
し
か
っ
た
教
練
の
時
間

実
習
で
は
現
場
で
継
電
器
の
保

守
点
検
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
時
代
は
戦
争
へ
の
う
ね
り
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。教
練
の
時
間
で

は
、
た
た
か
れ
た
り
し
て
厳
し
か
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
砲
兵
工

廠
(
現
在
の
J
R
大
阪
城
公
園
駅
の

東
側
地
域
)
に
駆
り
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
(
太
平
洋
戦

争
)
が
始
ま
っ
た
の
は

1
9
4
1

(昭
和
凶
)
年
の
ロ
月

8
目
。
私
は

1
9
4
3
(昭
和
問
)
年
に
卒
業
、

海
を
渡
っ
て
朝
鮮
鉄
道
に
勤
め
ま

し
た
。
帰
国
後
い
っ
た
ん
は
実
家
の

農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

1
9
4
6

(
昭
和
泊
)
年
に
当
時
の
国
鉄
に
入

社
し
ま
し
た
。学
園
に
は
1
9
4
9

(昭
和
弘
)
年
に
新

制
高
高
校
、

1
9
5
1
(昭
和
初
)
年
に
は
大
阪

交
通
短
大
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

私
は
い
ず
れ
も
夜
間
部
で
学
び
直

し
ま
し
た
。
国
鉄

の
仕
事
を
こ
な

し
な
が
ら
の
通
学
は
大
変
で
、
帰

宅
は
い
つ
も
深
夜
に
な
り
ま
し
た

が
、
先
生
方
や
友
達
に
恵
ま
れ
て
、

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
今
の
私

が
あ
る
の
も
、
学
園
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
D

大阪産業大学学園広報誌
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名
が
前
田
新
監
督
の
も
と
、
甲
子
園

出
場
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
部

サ
ッ
カ
ー
部

ソ
フ
ト
、
ホ
l
ル
部

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

(
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
工
ン
ジ
工
ル
ス
)

男
女
と
も
全
国
大
会
に
出
場
し
、

上
位
入
賞
経
験
を
持
つ
ク
ラ
ブ
で

す
。
テ
ニ
ス
は
二
見
華
や
か
で
す

が
実
は
非
常
に
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ま
た
基
本
的
に
は
個
人
競

技
で
あ
り
、
個
人
の
技
量
と
精
神
力

が
関
わ
れ
ま
す
白

古
豪
チ

l
ム
と
い
わ
れ
、
創
部

以
来
「
生
涯
サ
ッ
カ
ー
」
を
理
念

に
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
口
プ

リ
ン
ス
リ

l
グ
関
西
で
は
、
高
い

経
験
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
高
円

官
杯
大
阪
リ

l
グ
で
も
、
全
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。
全
部
員
が
一

願
と
な
っ
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

前
進
し
て
、
更
に
育
成
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
卒
業
し
た

部
員
か
ら

J
リ
l
グ
選
手
が
登
場

し
ま
し
た
。
個
人
で
も
、
関
西
選

抜
や
大
阪
優
秀
選
手
が
集
う
ク
ラ

ブ
で
す
。

今
年
の
夏
、

7
年
ぶ
り
4
回
目
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
。
2
年
連
続
日

回
目
の
近
畿

大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し

た。

在校生の皆さんからの

クラ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、

「
日
本
一
に
な
る
こ
と
」
を
目
標

に
、
「
心
身
を
鍛
え
る
こ
と
」
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
三

年
振
り
の
全
国
制
覇
を
果
た
す
た

め
、
チ

l
ム

一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
す
。

第42号

昭
和
沼
年
創

部
の
伝
統
の

あ
る
ク
ラ
ブ

で
す
。

「
こ
の
一

球
は
絶
対
無

二
の
一
球
な

り
。
さ

れ
ば
、

心
身
を
あ
げ

て

一
打
す
べ

し
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
練
習

を
続
け
て
い

ま
す
。

卓
球
部

ね

卓
球
は
、
地
味
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
が
ち
で
す
が
実
は
そ
の
イ

メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ
な
い
く
ら
い

ハ
ー
ド
な

一
面
を
持
ち
ま
す
。
競

技
人
口
の
多
さ
は
世
界
有
数
で
、

メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一

っ
と
も

治宝ろ

陸
上
競
技
部

く

未
経
験
で
も
興
味
が
あ
っ
た
り
、

走
る
の
が
好
き
な
人
が
集
ま
っ
た

ク
ラ
ブ
で
す
。
厳
し
い
練
習
も
部
員

全
員
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
日
々

努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。

一
つ
で
も
多

く
の
大
会
へ

出
場
で
き
る

よ
う
、
頑
張

り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま張よ発会を合らす組向ひ全
す;つう揮で積等もごん上と学 Z
M て ;で実ゐで練」でにり年定
いにき力宍経習れい取一声宅
き頑るを大験試かまり人をす

が出 Lこ
集しを
中てモ
し毎ツ
て日ト
技練 l
術習と
のしし

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

-t

一早
え
ま
す
。

現
在
は
、

様
々
な
工
夫

に
よ
り
楽
し

く
、
明
る
い

現
在
部
員
は
、

2
年
目
名
、

1
年

7
名、

マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
2
名
、
計
M

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は

デ
ィ
フ

ェ
ン

ス

か

ら

オ

面曹人
f
t吋マ
y
e
a
r
E
P

E
L
E
m主
1
金
口

平
成
初
年
度
の
春
季
大
会
よ
り
、

前
田
顕
滋
コ

l
チ
が
新
監
督
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

前
田
監
督
は
平
成
日
年
よ
り

コ
l
チ
兼
寮
監
と
し
て
務
め
て
お

ら
れ
、
小
田
前
監
督
と
共
に
平
成

口
年
の
春
の
選
抜
(
第
片
岡
大
会
)

で
甲
子
園
初
出
場
し
ま
し
た
。

現
在

2
年
生
別
名
、
-
年
生
口

すなス
。つ ポ

て l
いツ
まに

フ
ェ
ン
ス
に

か
け
様
々
な

場
面
で
対
応

で
き
る
よ
う

な
練
習
に
、

日
々
取
り
組

平成26年5月15日
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る
よ
、
つ
に
レ

ベ
ル
に
合
っ

た
練
習
も
で

き
ま
す
。

第42号ね治宝ろ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

く

中
学
生
、
高
校
生
と
も
に
皆
で
仲

良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

遊
び
で
や
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

は
全
く
違
い
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
時
速

1
0
0
キ
ロ
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る

競
技
で
す
。

初
心
者
は

ー
か
ら
し
っ

か
り
教
え
、

経
験
者
は
よ

り
強
く
な
れ

(13) 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

平
成
幻
年
度
か
ら
強
化
ク
ラ
ブ

に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目

標
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

水
・
金
・
土
は
体
育
館
で

2
時
間
、

火
・
木
は

3
時
間
半
の
練
習
、
日
曜

日
に
は
試
合
や
試
合
形
式
の
練
習

を
半
日
、
と
い
う
内
容
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

今

年

度

初

め
に
は
全
国

私

学

大

会

(
東
京
)
へ
の

出
場
も
果
た

し
、
ま
た
、
月

に
は
近
畿
私

学
大
会
に
出

場
予
定
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部

僕
達
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
を
持
ち
、
勝
ち
続

け
る
と
い
う
チ

l
ム
作
り
を
し
て

い
ま
す
。

日
々
の
練

習
だ
け
で
な

く
生
活
面
で

朝
の
奉
仕
活

動
ゃ
あ
い
さ
R

つ
運
動
に
も

・

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
面
で
は
、
明
る

く
楽
し
く
取
り
組
み
、
上
級
生
下
級

生
関
係
な
く
厳
し
さ
を
求
め
て

日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
部
員
全
員
が

一
丸
と
な

り
、
ま
だ
成
し
遂
げ
て
い
な
い
「
全

国
大
会
出
場
」
を
果
た
し
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
部

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
礼

儀
正
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
心

が
け
、
練
習
に
入
る
前
か
ら
気
持

ち
を
引
き
締
め
る
こ
と
で
ル

1
ル

の
遵
守
を
再
認
識
し
、
マ
ナ
ー
や

エ
チ
ケ
ッ
ト
が
身
に
付
い
て
き
ま

す
。
日
々
の
練
習
を
通
じ
て
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
の
技
術
面
の
上
達

だ
け
で
な
く
、
人
間
的
な
成
長
、

精
神
的
な
向

上
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
な
が

ら
常
に
向
上

心
を
忘
れ
ず

努
力
し
て
い

ま
す
。

よ‘
• 

/
¥
L
Eド
n
k
p

吋
任
、
L
M
K
念
日

「礼
儀
正
し
く
、
ケ
ジ
メ
を
つ
け

て
自
己
の
限
界
突
破
を
完
遂
す
る

こ
と
。」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま

す
。
屋
外
プ

l
ル
の
た
め
、

プ
ー

ル
で
の
練
習
は

4
月
か
ら

9
月
ま

で
と
な
り
、
そ
れ
以
外
は
郊
外
の

屋
内
プ

l
ル
で
練
習
・
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

l
ム
等
で

体
幹
・
バ
ラ
ン
ス
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

「
近
畿
大
会
出
場
」
を
目
指
し
、

技
術
や
記
録
を
伸
ば
す
こ
と
だ
け

で
な
く
、
仲
間
へ
の
思
い
や
り
な

ど
も
学
ん
で

い
ま
す
。

学
年
関
係

な
く
、
と
も

に
切
嵯
琢
磨

し
て
い
き
な

が
ら
、
楽
し

く
泳
い
で
い

ま
す
。

自
転
車
競
技
部

昭
和
必
年
創
部
、
大
阪
府
内
で

も
伝
統
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎

年
、
大
阪
大
会
で
上
位
の
成
績
を

あ
げ
、
近
畿
大
会
に
出
場
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ

(
夏
)

や
全
国
高
校

選
抜
大
会

(
3
月
)
も
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た

2
0
1
3
年
に
は
、
秋
の

国
体
や
都
道
府
県
対
抗
競
技
大
会

に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

剣
道
部

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
産
大
付
属
高
校
の
生
徒
と

し
て
、

一
人

一
人
が
自
覚
を
持
ち
、
制
服

の
身
だ
し
な
み
、
あ
い
さ
つ
等
の
礼

儀
正
し
い
行
動
に
も
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
度
よ
り
部
員
数
が

減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
協
力

し
合
い
、
お
互
い
が
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
練
習
時
間
も
大
切
に
し

て
活
動
し
、
練
習
試
合
で
は
そ
の
成

果
を
試
し
、
本
番
の
公
式
戦
で
も
通

用
す
る
よ
う
な
プ
レ
ー
が
出
来
る

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

、R

空
手
道
部

1
、
2
年
部
員
数
5
名
(男
子
4
名
、

女
子
1
名
)
で
毎
日
、
厳
し
い
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。各
自
が
し
っ
か

り
と
し
た
自

標
を
持
ち
、
近

畿
、
全
国
大
会

へ
と
常
時
、
出

場

で

き

る

チ
ー
ム
を
目

指
し
、
日
々
練

習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

現
在
、部
員
数
は
少
な
い
で
す
が
、

各
大
会
で
入
賞
で
き
る
よ
う
日
々
稽

古
を
重
ね
て
い
ま
す
。特
に
夏
季
に
は

公
立
、
私
立
に
よ
る
合
同
の
合
宿
訓
練

を
行
っ
て
お
り
、今
年
も
日
校
、
合
計

1
0
0名
以

上
の
生
徒
が

参
加
し
た
盛

大
な
合
宿
と

な
り
ま
し
た
。

剣
道
に
興
味

の
あ
る
方
は
、

初
心
者
も
大

歓
迎
で
す
。

柔
道
部

自
分
自
身
の
限
界
に
挑
み
、
毎
日

道
場
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
柔
道

の
稽
古
は
相
手
を
制
す
る
こ
と
を

目
標
に
気
力

・
体
力

・
智
力
を
つ

く
し
て
攻
防
し
ま
す
。自
分
の
身
体

と
精
神
を
合
理
的
に
無
駄
な
く
、
最

も
有
効
に
働

か
せ
る
方
法

を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目

指
し
て
の
修

練
を
し
て
い

ま
す
。



(14) 

津
波
被
災
地
も
訪
れ
ま
し
た
。
北
は

北
海
道
、
南
は
最
南
端
の
鉄
道
駅
ま

で
取
材
合
宿
に
出
か
け
ま
し
た
が
、

日
本
海
岸
線
縦
断
を
残
し
て
い
る

の
で
、是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

で
ス
ピ
ー
ド

し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
精
神
力

と
肉
体
の
両
面
を
鍛
え
、
何
事
に
も

集
中
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人

間
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
中
に
歴
代
部
員
に

よ
る
O
B
会
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
O
B
名
簿
を
確
立
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、左
記
に
連
絡

先
を
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

吹
奏
楽
部

ダ
ン
ス
部

少
林
寺
拳
法
部

感
あ
ふ
れ
る

「技
」
の
数
々

を
最
大
限
に
、

元
気
い
っ
ぱ

い
表
現
す
る
。

そ
れ
が
私
た

て楽
いが人
ま好数
吹きは

d空宇
煙毎な

注目い
コ楽で

て全がすを地は場ンしす
い員来 三 し道コでクくが
までるててにツす l練全
す待ののい練コがル習員
。つ を日ま習ツ今出し音

ダ
ン
ス
部
は
経
験
者
も
初
心
者

も
関
係
な
く
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い

あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
か
ら
ダ
ン
ス

の

ジ
ャ
ン
ル
の
幅
を
広
げ
、
現
在
は

L
o
c
k
と
W
a
a
c
k
、
創
作
ダ

ン
ス
の
作
品
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
上
達
し

ま
せ
ん
が
、
練
習
の
成
果
も
あ
る
の

か
徐
々
に
出
場
す
る
大
会
も
増
え
、

一
層
練
習
に

熱
が
入

っ
て

き

ま

し

た
。

少
林
寺
拳
法
は
自
分
自
身
を
頼

り
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
本
当

の
強
さ
」
を
持
っ
た
人
間
を
育
て

る
武
道
で
す
。

練
習
は
、
基
本
的
に
は
二
人
一

組
に
な
り
行
い
ま
す
。
お
互
い
の

手
を
握
り
練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
も
上
達
し
、
相
手
も
上
達
し

て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
は
「半
ば
は

自
己
の
幸
せ
を
、
半
ば
は
他
人
の

幸
せ
を
」
と
い
う
少
林
寺
拳
法
の

精
神
か
ら
き
て
い
ま
す
。
部
員
の

ほ
と
ん
ど
が
中
・
高
校
生
に
な
っ

て

始

め

た

生
徒
で
す
。

気

軽

に

道

場

ま

で

見

に

来

て

く
だ
さ
い
。

ち

の

チ

ア

リ
l
デ
イ
ン

グ
で
す
。

第42号

E
・s・S
部

てし合級たいしのすメ
いて格 ・ 五まく勉五ン英
ま頑を準犬十行強?とバ訪
す張目 2 検 90 つを ~ 1 が
口 つ指級 2 まて楽 12が得

す集意

スま争
一つ匂
でたい
ユクは
Y、ラ好
文ブき
法でな

【
連
絡
先
}

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

藤
田
善
久
・
長
岡
晃

・
近
藤
逸
生

鉄
道
研
究
部

鉄
研
部
の
部
是
は
「
自
主
自
律
」

で
す
。
生
徒
自
ら
が
企
画
し
、
計
画

し
た
も
の
を
責
任
を
も
っ
て
遂
行

す
る
。
結
果
を
総
意
で
評
価
・
反
省

し
、
次
の
糧
と
な
る
様
に
工
夫
で
き

れ
ば
、大
き
な
成
果
と
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

昨
夏
の
取
材
合
宿
は
、
東
北

・
関

東
地
方
を
4
泊
5
日
で
踏
査
し
、
大

演
劇
部

今
後
も
ダ
ン

ス
部
を
応
援

し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

ど
、
つ
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
】
(
近
藤
逸
生
)

君
。
釘
宮
@
。

ωωE'gロ
含
「
包
・
5

ねカミ

現
在
演
劇
部
は
同
名
の
部
員
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。活
動
日
は
基
本

的
に
は
月
・
水
・
金
の
放
課
後
で
す
が
、

公
演
前
は
毎
日
で
す
。活
動
内
容
と

し
て
発
声
練
習
後
、
エ
チ
ュ
ー
ド
と

い
う
即
興
劇
や
、
公
演
に
向
け
て
創

作
劇
の
練
習
を
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

演
劇
と
い
え
ば
「役
者

・
演
じ
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
空

聞
を
作
る
た

め
に
照
明
を

当

て

た

り
、

雰
囲
気
を
つ

く
る
た
め
に

音
楽
を
流
し

た
り
す
る
裏

方
も
必
要
で

， ---J・i， J 
，.. r r由・

ろく

軽
音
楽
部

初
心
者
ば

か
り
の
ク
ラ

ブ
で
す
。
梧

桐
祭
で
の
発

表
を
め
ざ
し

て
、
毎
日
バ

ン
ド
単
位
で

練
習
し
て
い

寺
や
す
。

チ
ア
リ
l
デ
イ
ン
ク
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

チ
ア
リ

l
デ
ィ
ン
グ
は

「相
手

よ
り
点
数
を
多
く
取
る
。
敵
を
倒

す
。
」
と
い
っ
た
闘
う
ス
ポ
ー
ツ
と

は
異
な
り
、
「
い
か
に
観
客
を
魅
了

し
、
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
」
を
競
う
「表
現
競
技
ス
ポ
ー

ツ
」
で
す
。

卒
業
生
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

m

k
g級
2
大
会

(倒
、
∞
∞
年
)
入
賞

者
を
は
じ
め

1
0
5
k
g級
ア
ジ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
女
子
必

k
g

級
東
ア
ジ
ア

2
位
・
け

k
g級
全

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
数
多
く

の
す
ば
ら
し
い
リ
フ
タ
l
を
輩
出

-r-

平成26年5月15日

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
全
身



平成26年5月15日

北
の
復
興
を
お
手
伝
い
し
た
り
、
ま
た
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
に
お

す
。役
者
・
裏
方
全
員
で
協
力
し

一

つ
の
作
品
を
創
り
上
げ
ま
す
。公
演

は
、
校
内
公
演
(
新
入
生
歓
迎
公
演
・

梧
桐
祭
公
演
・
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
)

だ
け
で
な
く
外
部
公
演

(
H
P
F
公

演
《
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
プ
レ
イ
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
》
・
大
阪
府
高
等
学
校
演

劇
研
究
大
会
・
私
学
芸
術
文
化
祭
)

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
の
演
劇
部
は
、
観
て
い
る
方

に
パ
ワ
!
と
笑
い
と
感
動
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命

練
習
し
て
い
ま
す
。今
後
も
演
劇
部

の
活
動
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
ト
に
む
け

て
の
制
作
も

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芸
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百六

弱
者
の
力
に

少
し
で
も
な

れ
る
よ
う
な

大
・
美
大
へ

の
受
験
対
策

な
ど
も
行

つ

田支

活
動
を
し
て

い
き
た
い
と

の

e

て
い
ま
す
。

第42号

思
い
ま
す
。

中

中
国
語
研
究
部

科
学
部

創
部
間
も
な
い
ク
ラ
ブ
で
す
が
、

先
輩
後
輩
関
係
な
く
、
良
い
雰
囲
気

の
中
、
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

入
部
し
た
時
は
全
く
中
国
語
が
話

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
活
動
を

3

年
間
続
け
た
結
果
、
中
国
語
検
定
試

験
や
H
S
K
(漢
語
水
平
考
試
)
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
検
定
に
合
格
す
る
こ
と

を
目
指
し
な
が
ら、
中
国
文
化
や
中

国
史
な
ど
、

今
話
題
の
中

国
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

て
い
き
た
い

一
昨
年
度
創
部
し
た
ば
か
り
で

少
人
数
で
す
が
、
実
験
に
必
要
な
器

、

具
や
試
薬
が

豊
富
に
あ
り
、

非
常
に
活
動

し
や
す
い
環

境
が
整

っ
て

い
ま
す
。

茶
華
道
部

月
2
回
程
度
、
土
曜
日
に
食
堂
棟

3
F
の
作
法
室
、
研
修
室
に
て
、
茶
道

は
裏
千
家
、
華
道
は
未
生
流
の
先
生
に

来
て
い
た
だ
き
、
本
格
的
な
お
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
2
名
、
中
学
生
が
9
名
の

合
計
H
名
の

部
員
で
、
和

気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲

気
で
お
稽
古

を
し
て
い
ま

ね

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部

カ王ろ

マ
ン
ガ
が
好
き
、
ア
ニ
メ
が
好
き
、

絵
を
描
く
の
が
好
き
、
い
ろ
ん
な
生

徒
が
所
属
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
は
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も

ど
ち
ら
で
も
出
来
る
環
境
で
す
。

ど
の
部
員
に
も
そ
れ
ぞ
れ
幅
広

く

大阪産業大学・大阪産業大学附属高等学校ご卒業の皆様

つI(主主
ベー'守

昭和40年電気科卒 ・..
回中一夫 --

アマゾンカムカム株式会社 ..  
代表取締役 圃圃

|アマゾンカムカム |検索1.・

アマゾンに育つスーパーフルーツ・カムカムに
出会って、15年になりました。

・カムカムに含まれるビタミンCはレモン果汁の60倍以上、アセロラの約2倍 A・h
-抗酸化作用のポリフェノール含有は赤ワインの約10倍 .基底面畠

・ガンを引き起こす活性酸繁の吸収能力も12，OOO(μmolTE/100g)あり、 屯且凪lJI
ガンの誘発を抑えます。 司-
カムカムを上回る果物はどこにもありません。

健康増進と美容にご興味ある方は、ご一報ください。

匡JR大阪駅直結 i1¥T)[.;?'圏直-高麗町

同窓会|2;政局
08会プラン

放
送
部

少
人
数
で
す
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
感
じ
の
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

あ
ま
り
表
舞
台
に
立
た
な
い
仕

事

で

す

が

、

や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま

す
。

く
好
き
な
も

の
が
あ
る
の

で
、
き
っ
と

と
思
っ
て
い

ま
す
。

て

1'. .. 

， 

〒560-0014 豊中市熊野町2-10-23
アマソンカムカム ショールーム

Tel. 06-6852-2210 Fax.06-6852・2251
Cell. 090-2385-0689 
tanaka@amazoncamucamu.com 

話
の
合
う
人

も
い
る
は
ず

で
す
。
ぜ
ひ

気
軽
に
遊
び

に
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

美
術
部

現
在
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
最
悪

の
状
態
と
い
え
ま
す
。私
た
ち
は
募
金

活
動
な
ど
の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
東

イ
ラ
ス
ト
・
デ
ッ
サ
ン
・
油
絵
・

立
体
な
ど
幅
広
い
制
作
が
で
き
る
ク

ラ
ブ
で
す
。
主
に
梧
桐
祭
に
出
展
す
る

作
品
が
多
い
で
す
が
様
々
な
コ
ン
テ

(15) 
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「不有の館の建設協賛会」発足のお知らせ
並びに協賛趣意書

時下、皆様方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、大阪産業大学学長の瀬島順一郎先生より、「不有の館建設」のお話しが

ございました。

学校法人大阪産業大学の前身で礎となる大阪鉄道学校(のちの大阪産業大

学附属高等学校、大阪桐蔭高等学校)の創設者の瀬島源三郎先生生誕の地(岡

山県真庭郡落合町田原716番地、現:岡山県真庭市田原)の生家は老朽化のた

めに平成20年に取り壊されましたが、生家跡には源三郎先生が詠まれた歌碑が

あります。このままでは歌碑のある空き地となってしまうことを危倶され、地元地区

の皆様が利用できる集会所として「不有の館」を建設する運び、となりました。

瀬島源三郎先生にご縁のある皆様に広くお知らせをして、生地として皆様の心

に残るものとして伝えていきたいと考えておられます。

平成26年3月竣工、総工費は約2500万円で全て瀬島先生の私費です。

なお、館の入口には下記の「不有の館の由来」と浄財をご寄付いただいた皆様

のご芳名を記させていただく予定です。

大学の校友会・高等学校の同窓会としてもこの集会所の建設にご協力致した

く、協賛金をお願いする次第です。

つきましては関係者協議の上、次の有志を以て発起人として「不有の館建設協

賛会」を結成いたしました。

皆様方におかれましては、何かと出費ご多端の折、誠に恐縮ではございますが、

なにとぞ格別のご寄付を賜りますようお願い申し上げます。

平成26年3月吉日 発起人一同

敬具

不有の館の由来

大阪産業大学創立者瀬島源三郎は1890年(明治23年)父

勇平の7番目の子としてこの地に生まれた。若いころ小松哲一

郎翁の薫陶を受けた源三郎は苦学を重ねたのち大阪鉄道学

校を設立したが、人々のために尽くす小松翁の姿に偉大なる

平凡人を見たのである。

大阪産業大学の建学の精神「偉大なる平凡人たれ」はこの

ようにして生まれたのである。その後この地に歌碑を建立し

「故里は 懐かしきかな野も山もたらちねのかほり満ち満ち

であり」と詠んだ。源三郎は歌集『埋れ木』で雅号を不有とし

た。この言葉は老子の道教に由来するものであり、何も所有し

ない、という意昧である。この地には源三郎の生家があったが、

老朽化のため平成20年に取り壊したが、地域の人々と協議し

あらためて集会所を建てるに至ったものである。

協賛は同封の振込用紙をご利用下さい。

手数料は無料となっております。

協賛金(一口):1，000円協賛期間:4月1日'""9月30日

「不有の館の建設協賛会」発起人

会長大阪産業大学校友会会長代行

大阪産業大学附属高等学校同窓会会長

大阪桐蔭高等学校同窓会会長

美

治

生

康

末

康

泉

上

木

小

村

一一

和洋庭園・設計施工・管理

一級造園技能士・一級造園管理技士

三木梅香園株式会社

代表取締役三木康生

八尾支庖:〒58ト0864八尾市山畑376番地
TEL (0729) 41-0578番

FAX(0729)43-7273番

携帯(090)4493-7626番

E-mail:miki-baikouen@herb.ocn.ne.jp 

隆勝興産株式会社

不動産賃貸

楊根宝
(昭和十八年電気科B組卒)
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③ 信和油圧工業株式会祉

2表取締2大城成健

営業種目 油圧シリンダ・油圧装置設計製作

農業・建設機栂の関連部品加工製作

〒664-0845伊丹市東有岡3丁目63器地

TEL(072) 787・7738 FAX(072)782-0152 

~:::~ 左官工事・超高圧洗浄工事
. 南晃工業株式会社..・
NA而くO 代表取締役一貫坂彰

昭和47年普通科卒 ウヱイトリフティング部08会会員

株式会社

SK技能教習センター
大阪労働局長登録134号

センター長 大平信之
昭和57年卒 ウェイトリフティング昔日OB

本 社:〒571・0065大阪府門真市垣内町16・21
TEL: 06-6901-1381 /FAX: 06-6901-1580 
E-mail:info@nankokogyo.co.jp 
U RL:http://www.nankokogyo.co.jp/ 

京都連絡事務所:〒605・0994京都市東山区一橋宮ノ町12・4
ニューシャトー東山513号
TEL075-531-9926 

-玉鋳け ・t也山掘削・
・小型移動式クレーン 土留支保ヱ作業主任者
・ガス溶接 ・フォークリフト
・足場組み立作業主任者 ・高所作業車

本社干571-0053大阪府門呉市泉町8・14
TEL.06.6900.6800 FAX.06-690 1-5353 

教習センター干572-0071大阪府寝屋川市点野1・14・13
TEL:012・801-2268 FAX:012-801-2261 

スキルアップ希望・ブランクのある方も歓迎!
フリーランス・正社員・パート・アルバイト可

|株式会社プラソル 也記
tel06圃 6441-3341

オリジナルアルバム
作成ιます!誤認Lm
E，""~I昭Lli掴1-"1・1"'11:'ョ~.，U I J'I.'!Ir1I 

印刷、l丁、映像、イベント、人材等の帽広い事業リソースを活かし、
学校案内や広報慌の制作をはじめ、HPや映像制作、巴ラ一二ング、
学生のキャリア教育・就膿支鑓‘同窓会事務局の運営支鑓等、
円河抑制約運営をサポートします。

~.，.はお気暖にお問い合わせください

株式会社廃済堂データベース課
干560・8567大阪府.中市蛍池西町2-2-1 f1? 
TEL 06-6855-9241 http://www.kosaido.co.jp/ 侠~ KOSAIDO 
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和〒540心003 大阪市中央区森ノ宮中央2丁目5・15TEL: 06-6941-7350/FAX: 06-6946-7046 a 《事業内容》

ボナンザ印野球用品の製造、

卸及び販売

NEC販売特約庖
IPテレフォンニーサー/¥(UNIVERGE)、IP電話システム、
オフィスサーバー(Express5800)、LAN、
WANネットワークの段E十、販売、施工、保守

タカギ工レク卜口二クス株式会祉

{本社}大阪市中央区北浜四丁目7番19号(住友ピ)[，，3号館)
TEL(06)6209-3331 

{東京支庖}東京都千代田区神田須田町2-19-23(野村第3ピル)
TEL (03) 3256・3361

《神戸営業所}神戸市中央区海岸通5(商船三井ピル)
TEL(078) 331-9701 




